
記載頃自と異なる点の説明

燃料集合体の構造の違い

燃料要素 (燃料棒)の構造の違い

燃料要素 (燃料棒)の構造の選い

支よ寺1各子の違い

支持格子の違い

※ユ b聖豚Ⅲ尋柴t主体ではIスプリン47スクリユー」と

燃料集合体の構造の違い

燃料集合体の橋造の違い

燃料集合体の湾喬造の違い

B型燃料集合体では「シンブlレスクリューJと※ 3

言R壷 ,.

B型燃料

大飯 3′4号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管(NDA)

中間部 :ジルカロイ‐4

ボトムオシ (下部支持板上面と燃料要素下端の間隔なし)

17そ子17ラ J

燃料要素に下部ル ナムあり

両メーカの設計の違しЧこより、用いる部材が異なる

上副支持 I版 卜向と燃料要素

下部ル ナムに係る記載あり

下部ブレナムに係る記載あり
上吾

“

下副支持格子と中間召

"

二苫Ⅲ 卜目

"支

持猶子と甲 F日弓舌

"寸特オ善子のクつ
「
分けて記説

なし

―※ 1

あり

`B型

特有の部品】

1つの項目として記載

―※2

な し

なし

あり

`B型

特有の部品】

あり

`B型

特有の部品】

ありrB型特有の部品】

制御捧案内シシフル用

上き開ンゲナフト・シンフlレスク

リュー※3.ロッキシゲカツプ

美浜3号穐、高浜 1′ 2号機

55′ 000MWd/t

改良イ度覆管(NDA)

すべて析出硬化型 ノヽケlレ基合

金

154;15'じ

上吾L支持オ版下薗と燃 料要素

下部功ノナムに係る記載あり

下部引ノナムに係る記載あり

上きB下部・中間部すべて同一

上部・下部・中間部すべて同一

なし

―※ 1

ありrB型特有の音B品】

1つの項目として記載

―※2

なし

なし

あり

`8型

特有の部品】

あり

`8型

特有の音B品】

ありrB型特有の音B品】

制御棒案内シシフlレ用

上部り〃ナント・シンブlレスク

リューX3.Bッキングカツプ

なし

高浜 3′4号機

48′ 000MWd/t

ジルカロイ‐4

すべて析出硬化型ニッケル基合

金

17行 17列

上部 :更持↑反下向と燃料要素

下部プレナム(こ係る記豪比あり

下部ブレナムに係る記載あり

上部・下部・中間魯5すべて同一

上言卜下言[中間部すべて同一

なし

あり(B型特有のBB品ヽ

1つの項目として記載

―※2

なし

なし

ありrB型特有の部品】

ありrB型特有の部品ヽ

あり(B型博有のきB品ヽ

制御膵粟ぬシンフル用

上苦Bリシゲナント・シンブlレスク

リューX3.ロッキシゲカツプ

なし

A型燃料

大飯 3′4号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管(MDA′ ZIRLO)

上晋い及ひ 卜罰j:,T出れ更イヒ聖
ニプケ ,腕主合 令

中間部 :ジルカロイ‐4

ボトムオフ (下部支持板上面と燃料要素下端の間隔あり)

1フ行 17列

燃料要素に下部プレナムなし

下目】支持オ反上向と燃料要素

下君Bプレナムに係る記載なし

下B防しナムに係る記載なし

上部・下部支持格子と申閣召

"

上 目Ⅲ 卜呂

"更

衛 格 子 と甲 闘吾い

あり(A型高燃焼度燃料に使用 )

なし

あり(A型特有の部品)

あり供型特有の音D品 )
な し

なし

なし

制御棒案内シンカレ端栓

シンブlレスクリュウ

なし

美浜 3号機、高浜1,2号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管(MDA′ZIRLO)

タヤ 析出硬化型 ノヽ勿レ基合

金

15そ〒15ア」

下舌B支持 4′反上面と燃料安粟

下部引ノナムに薪お記載なし

下部ブレナムに係る記載なし

上部・下き[中間言Bすべて同一

上言[・下部・中間部ウ＼て同一

あり(A型高燃焼度燃ポЧこ使用 )

なし

1つの項目として記載

あり(A型特有の部品)

あり(A型特有の部品 )

なし

なし

なし

制御棒案内シンブlレ端栓

シンブ,レスクリユウ

なし

高浜3,4号機

48′ 000MWd/t

ジ,レカロイ‐4

すべて析出硬化型ニッケlレ基合

金

17そ;17夕 J

下部支持板上面と燃料要素

下部引ノナムに係る記載なし

下部引/ナムに係る記戴なし

上吉B・下部・中間音[すべて同一

上部・下gB中間部すべて同一

なし

なし

1つの項目として記載

あり(A型特有の部品 )

あり(A型特有の音8品 )

なし

なし

なし

制御棒案内シシ功レ端栓

シンブlレスクリユウ

なし

主要な

違い

(燃料棒)の橋造

名称

燃料集合体

二酸化ワラン燃料要素

ガドリニア混合二酸化ウラン燃料要素

支持格子

上き[支持板 (上吉[ノスlレ )

下奏B支持板 (下部ノズlレ )

制御棒案内シンブlレ

炉内計装用案内シンブlし

三酉費化ウラン燃料材

ガドリニア混合三酉縫化ウラン燃料材

燃料イ度覆材

燃料被覆材端栓

支持格子

ブレード

上郡:支持板(上部ノズlレ )

上君[ノカレ押え(謝a

スプリングスクリュワ

下部支持板 (下台Bノカレ)

」′やット

制組聴築内シシブ)レ

スリーブ

コイザИttxペレット押え(よね)

イシサート管

インサート端栓

下君[ラn/ナムコ和И熟

押さえ板(下き[ラnンナムコイ)Ыよ
・
ね用部品 )

連絡撼

`下

きB引ノナムコイ朋飽 耐きB品】

炉内計装用案内シンブlレ

制御棒案内シンブlレ端栓

シシブlレスクリュウ

ストッパー

主要寸法

材料

燃料体設工認申請書の比較 【要目表】

資料②

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。
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美浜 3号機、 大飯 3, 4号機    | 高浜 3, 4号機
|

美浜 3号機、高浜 1, 大飯 3, 4号機

15行 15列 A 17行 17列 A型燃料集合体  1 17行 Wtt B型燃料集合体 15行 15列 B型燃料集 17行 17列 B型燃料集合体

同左 同左 | 同 左 同 左 同 左

高浜 3, 4号機

17行 17テHA型燃料集合体

第 2章 個別項 目

1 炉心等

燃料体 (燃料材、燃料要素及びその他の部品を含

む。)は、設置 (変 更)許可を受けた仕様 となる構造

及び設計とする。

燃料体、減速材及び反射材並びに炉心支持構造物の

材料は、通常運転時における原子炉運転状態に対応し

た圧力、温度条件、燃料使用期間中の燃焼度、中性子

照射量及び水質の組み合わせのうち想定される最も厳

しい条件において、耐放射線性、寸法安定性、耐熱

性、核性質及び強度のうち必要な物理的性質並びに耐

食性、水素吸収特性及び化学的安定性のうち必要な化

学的性質を保持し得る材料を使用する。

燃料体は下部炉心板の上に配列され、その荷重を下

部炉心支持板及び炉心そうにより原子炉容器のフラン

ジで支持する設計とする。

燃料体は、設置 (変更)許可を受けた、通常運転時

及び運転時の異常な過渡変化時における発電用原子炉

内の圧力、自重、附加荷重に加え、核分裂生成物の蓄

積による燃料被覆材の内圧上昇及び熱応力の荷重に耐

える設計とする。

炉′い支持構造物は、最高使用圧力、自重、附加荷重

及び地震力に加え、熱応力の荷重に耐える設計 とす

る。

炉心は、通常運転時又は運転時の異常な過渡変化時

に発電用原子炉の運転に支障が生ずる場合において、

原子炉冷却系統、原子炉停止系統、反応度制御系統、

計測制御系統及び安全保護回路の機能とあわせて機能

燃料体設工認申請書の比較 【基本設計方針】
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大飯 3, 4号機美浜 3号機、高浜 1, 2号機高浜 3, 4号機大飯 3, 4号機美浜 3号機、高浜 1, 2号機

同 左

15行 15列 A型燃料集合体 (ウ

ラン燃料)

同 左

17行 17列 A型燃料集合体 (ウ

|ラ ン燃料)

同 左

17行 17列 B型燃料集合体 (ウ

ラン燃料)

同 左

15行 15列 B型燃料集合体 (ウ

ラン燃料)

同 左

17行 17列 B型燃料集合体 (ウ

ラン燃料)

15行 15列 A型燃料集合体 17行 17列 A型燃料集合体 17行 17列 B型燃料集合体 15行 15列 B型燃料集合体 17行 17列 B型燃料集合体

「ヽ 次のいずれにも適合する

設計とするか、これと同等以

上の物理的性質及び化学的性

質 を保持す るよ う設計す

る。」という記栽

「…次のいずれにも道合する

設計とするか、これと同等以

上の物理的性質及び化学的性

質 を保持す るよ う設計す

る。」という記載

「…次のいずれにも適合する

設計とする。」という記載

「.¨ 次のいずれにも道合する

設計とするか、これと同等以

上の物理的性質及び化学的性

質 を保持す るよ う設計す

る。」という記載

「…次のいずれにも道合する

設計とするか、これ と同等以

上の物理的性質及び化学的性

質 を保 持 す る よ う設 計 す

る。」 とい う記載

同 左 同左 同左 同左

高浜 3,4号機

17行 17列 A型燃料集合体

することにより、燃料要素の許容損傷限界を超えない

設計とする。

燃料体 (燃料要素以外の燃料体の構成要素)、 減速

材、反射材及び炉心支持構造物 (原子炉容器内で炉心

付近に位置する燃料体以外の構成要素)は、通常運転

時、運転時の異常な過渡変化時及び設計基準事故時に

おいて、発電用原子炉を安全に停止 し、かつ、停止後

に炉心の冷却機能を維持できる設計とする。

炉心の過乗」増倍率の低下に応じて燃料取春を行い、

燃料取誉時の炉心設計については、設置 (変更)許可

を受けた炉心の安全性確認項目が安全解析使用値から

逸脱しないことを確認するため、保安規定に取替炉心

の安全性評価を実施することを定め管理する。

1 1 燃料体

1 1_3 17行 17列 A型燃料集合体 (ウ ラン燃料 )

二酸化ウラン燃料材は、次のいずれに )ヽ適合する設

計とする。

(中 略 )

ジルコニウム合今燃料雅霧材は、次のいずれにヰ、滴

ジルコニウム合金端栓は、次のいずれに k)道合する

設計とする。

(中略)

燃料材、燃料被覆材及び端栓以外の燃料体の部品

は、次のいずれにも適合する設計とする。

合する設計とする。

(中略)
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大飯 3, 4号機

15行 15列 A型燃料集合体 17行 17列 A型燃料集合体 17行 17列 B型燃料集合体 15行 15列 B型燃料集合体

同左 |

|

|

|
|
|
|

17行 17列 B型燃料集合体

同 左 同左 同左 同左

ばね定数は ばね定数は

鵠 A守
心ロ

下部 プ レナ ム コイル ばね

ぼね定数は

齢 A▼
心□

ばね定数は

上部プレナムコイルばね □

:    IN/cm
四
んm

下 部 プ レナ ム コイ ル ば ね 1下 部 プ レナ ム コイル ば ね

同左 同左 同左 口l左 同左

|

中

美浜 3号機、高浜 1, 2号機高浜 3, 4号機大飯 3, 4号機美浜 3号機、高浜 1, 2号機高浜 3, 4号機

17行 17列 A型燃料集合体

(1)各部分の寸法の偏差は、著 しく大きくないこ

と。

(2)表面に割れ、傷等で有害なものがないこと。

(3)表 面に泊脂、酸化物等で有害な付着物がない

こと。

(4)支持格子、上部支持板、下部支持板、制御棒

案内シンブルにあつては、次に適合する設計 と

する。

a 各元素の含有量の全重量に対する百分率の値

の偏差は、著 しく大きくないこと。

b 日本産業規格Z2241(2011)「 金属材料引張

試験方法」又はこれ と同等の方法によつて引張

試験を行つたとき、引張強さ、耐力及び伸びが

必要な値であること。

cmで あること。

燃料要素は、次のいずれにも適合する設計とする。

(1)各部分の寸法の偏差は、著 しく大きくないこ

と。

(2)燃料要素の軸は、著 しく湾由していないこ

と

(3)

(4)

表面に割れ、傷等で有害なものがないこと。

表面に油脂、酸化物等で有害な付着物がない

こと。

日本産業規格Z4504(2008)「 放射線表面汚染

の測定方法一β線放出核種 (最大エネルギー

0 15MeV以上)及びα線放出核種」における間接

測定法又はこれと同等の方法によつて測定した

とき、表面に付着 している核燃料物質の量が

0 00004Bq/mm2を 超えないこと。

(5)

H
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大飯 3, 4号機美浜 3号機、高浜 1, 2号機

中 中

17行 17列 B型燃料集合体

同左

15行 15列 B型燃料集合体

|

同 左

同左

―
―

―

―

―

―

†

ヘリウム加圧量は

[gauge]

ヘリウム加圧量は

[gauge]

同左

高浜 3, 4号機大飯 3, 4号機美浜 3号機、高浜 1, 2号機

中

中

中

17行 17列 B型燃料集合体17行 17列 A型燃料集合体

同 左

同左

15行 15列 A型燃料集合体

同 左

同左

同左

同左

[gauge]

||

[gauge]

ヘリウム加圧量は

[gauge]

ヘリウム加圧量は

[gauge]

ヘリウム加圧量は

二酸化ウラン燃料要素

ガ ドリニア混合二酸化 ウラン

燃料要素 :

高浜 3, 4号機

17行 17刀lA型燃料集合体

(6)ヘ リウム漏えい試験を行つたとき、漏えい量

が1億分の304MPa・ mln 3/sを超えないこと。

(7)溶接部にブローホール、アンダーカット等で

有害なく)のがないこと。

(8)部品の欠如がないこと。

燃料要素の集合体である燃料体は、次のいずれに )ヽ

道合する設計とする。

(以 下略)

中

あること。

ム

中
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記載項目と異なる点の説明

※ Bオ」1日設認には ,己車覧な し。設置許 口Jの記載

有無 との整合、かつ、A/B統一のため記載

(分類 ③ )

※B型 1日設。>♂、に fよ記載な し。設置許可の記敦

有無 との整合、かつ、A/B統一のため記載

(分類⑤】

蘊合部の再′デカ後灯向積は、岳J側棒粟内シンフ

ルの管断面積より大きいため応力が厳しく

ならない。

B型燃料

大飯 3′ 4号機

55′ 000MWd/t

改良被覆督 (NDA)

上部及び下部 :祈出る更化型

中間部 :ジルカロイー4

ボトム才シ (下部支持板上面と′大料要素下輪の間隔なし)

17行 17列

燃料要素に下部プレナ痴らり

面メーカの設計の違しヽこより、用いる部材が異なる

高燃暁度用FPACコ ー ド

記載あり※

記載あり※

NASTRAN ver 70

評価不要であることを記載

高燃暁度用 FPACコー ド

NASTRAN ver 70

美浜3号機、高浜 1′ 2号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管 (NDA)

すべて析出硬化型 ノヽケル基合

金

15考 ;15ラ」

高燃焼度用 FPACコ ー ド

記載あり※

記載あり※

NASTRAN ver,70

評価不要であることを言E載

高燃暁度用FPACコ ー ド

NASTRAN ver 70

高浜 3′ 4号機

48′ 000MWd/t

ジ,レカロイー4

すべて析出硬化型 ノヽケル基合

金

17考 ;17,」

FPACコード

記載なし

記載なし

NASTRAN ver 70

評価不要であることを記載

FPACコード

NASTRAN ver 70

A型燃料

大飯 3′ 4号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管 (MDA′ ZIRLO)

上部及び下部 :析出硬化型

中間部 :ツルカロイー4

ボトムオフ (下部支持板上面と燃料要素下端の間隔あり)

17行 17列

燃料要素に下部プレナムなし

高燃腕度用 FINEコ ー ド

記載あり

記載あり

ABAQUS veR6 7 1お よび

ver 6 7-2

記載あり

高燃焼度用 FINEコ ー ド

ABAQUS veL6.71お よび

ver 6 7-2

美浜3号機、高浜 1′ 2号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管 (MDA′ ZIRLO)

すへて析出硬化型ニッケル基合

金

154子 15ラJ

高燃焼度用 FINEコ ード

記載あ り

記載あり

ANSYS ver 6 0

記載あり

高燃焼度用 FINEコ ー ド

ANSYS ver 6 0

高浜 3′ 4号機

48′ 000MWd/t

ジルカロイー4

すべて析出硬化型コッケル基合

金

17そ子17ラJ

FINEコ ード

記載な し

記載なし

ANSYS ve耐 Ooょδょひ

ver l1 0

記載あり

FINEコ ード

ANSYS veに 100および

ver ll o

燃料集合体最高燃焼度

燃料被覆材

支持格子

燃料集合体の構造

燃料要素 (燃料棒)の構造

その他構造部材の違い

3燃料棒の強度計算
便用コー ド

(321強度評価に用いるコー ド)

腐食・水素吸収評価

(34そのl也の考慮事項 )

PCI言平イ面

(34その他の考慮事項)

4燃 料集合体の強度計算
便用コー ド

(42燃料集合体強度評価方法 )
上吾[ノ スル ー需l御樺粟内シンフリレ箱合部

(431燃 料輸送及び取扱い時における評価

結果 )

5参考文献

別紙「計算l幾プログラム (解析コー ド)の概

要」

主要な

違い

資料 7

強度 lこ関

する説明

書

燃料体設工認申請詈の比較 【資料フ強度に関する説明書】
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燃料体設工認申請詈の比較 【資料8燃料体の耐熱陛、耐放射繰性、耐食性その他の性能に関する説明詈】

記載項目と異なる点の説明

高燃焼度燃料特有の記載のため

高燃焼度燃料特有の記載のため

高燃焼度燃料特有の記載のため

燃焼度の違いに伴う差異

高燃焼度燃料については改良合金使用のた

め

設省L許可の記載石無との整合の観点で記載

している

改艮合金がジ)レカロイー4と同等であるこ

との説明のため、改良合金のみ記載

両メーカの設計の違いにより、用いる部材

リューに用いられる )

が異なるため

レナムコイ ンプスク

大飯 3′ 4号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管 (NDA)

上部及ひ下部 :イナ1出硬化型
~、
ッケ‖′基合季

中間部 :ジルカロイー4

17イ子17テJ

記載あり

言E載あ り

記載あり

10wtO/。

改良被覆冒 (NDA)

記載あり

記載あり

5種類の合金を使用
。ジルカロイー4(壽結晶焼金屯
材 )

訂脇
ラ|―ステナイト系ステンレス鋼

美浜 3号機、高浜 1,2号機

55′ 000MWd/t

改良被覆奮(NDA)

金

すべて析出硬化型ニッ勿レ基合

15行 15列

記載あり

記載あり

記載あり

10wt。/。

改良被覆管(NDA)

記載あり

記載あ り

5種類の合金を使用

・ジルカロイー4(再結晶焼鈍
材 )

・析出硬化型コ ウル基合金

訂脇
・オーステナイト系ステンレス鋼

高浜 3′ 4号機

B型燃料

48′ 000MWd/t

ジルカロイー4

すべて析出硬化型三ッケル基合

金

ボトムオシ (下部支持板上面と燃料要素下端の間隔なし)

17行 17ラJ

燃料要素に下郡プレナ短あり

記載なし

記載なし

記載な し

6wtO/。

ジルカロイー4

記載なし

記載なし

5種類の合金を使用
。ジルカロイー4(再結晶焼鈍
材 )

・析出硬化型コッケlレ基合金

炉織
オーステナイト系ステンレス£阿

大飯 3′ 4号機

55′ 000MWd/t

改良被覆管(MDA′ ZIRLO)

上部及ひ 卜部 :イオ出れ罠化型
~ヽ
ッケ‖′基谷令

中間部 :ジルカロイ 4

17行 17ラJ

記載あり

記載あり

記載あり

10wtO/。

改良被覆資(MDA′ ZIRLO)

記載あ り

記車党あ り

3種類の合金を使用
・ジルカロイー4(再緒晶焼鈍
材 )

・析出硬化型コッケル基合金

(718て半金)
・フ「―ステナイト系ステシレ剛

美浜 3号機、高浜 1′ 2号機

55′ 000MWd/t

改良辛皮覆管 (MDA′ZIRLO)

すべて析出硬化型 ッヽケル曇合

金

15そ子15,J

記載あり

記載あ り

記載あ り

10wt。/c

改良被覆管(MDA′ ZIRLO)

記載あり

記載あ り

3種ぷ頬の合金を使用
・ジナレカロイー4(再結晶焼鈍
材 )

・析出硬化型〕ケル基合金

(718釜 )
・オーステナイト系ステンレス鋼

高浜 3′ 4号機

A型燃料

48′ 000MWd/t

ジルカロイー4

金

すべて析出硬化型コ才ル基合

ボトムオフ (下部支持板上面と燃料要素下端の間隔あり)

17考子17夢U

燃料要素に下部プレナムなし

両メーカの設計の違じヽこより、用いる部材が異なる

記載なし

記載な し

記載なし

6wt。/。

ジルカロイー4

記載なし

記載な し

3種類の合金を使用

ジルカロイー4(再結晶焼鈍
材 )

析出硬化型⇒ ケ,レ基合金

(718合金 )

オーステナイト系ステンレス鋼

燃料集合体最高然焼度

燃料被覆材

支持格子

燃料集合体の構造

燃料要素 (燃料棒 )の構造

その他構造部材の遅い

二酸化ウラン

高否屈ペレット

(31～ 33 耐熱性、耐放射線性、耐食性〕
リム組織

(324ペ レットリム組織化 )
4ガ ドリニヌ温 合二酸イヒウラン
高雷度ペ レッ ト

(41～ 43 耐熱性、耐放射線性、耐食性 )
ガドリニア濃度

(41～ 42 耐熱性、耐放射線性)
5ジ ルコ三ウム塁合金、ジルカロイ ー4
燃料被覆材

(51～ 53 耐熱性、耐放射線性、而す食性 )
耐 PCI性

(541 耐 PCI性 )
高温特性

(543 高温特性 )
6～8 その他構造部材

耐熱陛、耐放射線性、雨す食性

主要な

這い

資料8

耐,j熟性、

耐放射線

性、耐食

‖生そ軸

の性能に

関する説

明書

“

ー
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燃料体設工認 申請書の比較 【添付図面】

添付図面は設計認可申請書 (以 下 「設認」 とい う)の構造図を用いてお り、寸法等は同等以上の情報を記載 しているため、下表には添付図面に追加 した事項を示す。

添付図面には炉内計装用案内シン

ブルの外径と肉厚を追記

(差分な し) 左同

上部支持板/下部支持板
(差分なし)

上部支持板/下部支持板
(差分な し)

ス トンパ~詳細図世

(差分な し)

高浜 3, 4号機 美浜 3号機、高浜 1, 2号機  1    大飯 3, 4号機

17行 17列 B型燃料集合体

添付図面には以下を追記
・燃料要素のプ レナム体積、ヘ

リウム加圧量、プ レナムコイ

ルばねの外径、プ レナムコイ
ルばねのばね定数、ヘ リウム

漏洩量、表面汚染密度
・燃料被覆材の l属 肉率、表面粗

さ
・燃 料材 の ウラ ン 235濃 縮
度、密度

15行 15列 B型燃料集合体

添付図面には以下を追記
・燃料要素のプ レナム体積、ヘ

リウム加圧量、プ レナムコイ

ルばねのばね定数 (美浜 3号
機ではヘ リウム漏浅率、表面

汚突密度モ)追記)江 1

・燃料被覆材の偏肉率 (美浜 3

号機では表面 *週 さも追記)'1

17行 17列 B型燃料集合体

添付図面には以下を追記
・燃料要素のプ レナム体積、ヘ

リウム加圧量、プ レナムコイ

ルばねのばね定数、ヘ リウム

漏洩量、表面汚染密度
・燃料被覆材の偏肉率、表面粗さ

1同左同左 同左

同 左 左同同 左

添付図面には支持格子の全体図を (差分な し)
記載 して外寸法を追記

1添付図面には支持格子の全体図を

記載して外寸法を追記

制御棒案内シンブルの図面を追加
(設認の構造図になし)

添付図面には炉内計装用案内シン

ブルの外径と肉厚を追記

(差分な し)

1同左同左 同 左

上部支持板/下部支持オ反
添付図面に上部支持板の図面を追

加 (設認の構造図には下都支持板
の図面のみ )

同 左

同 左

| 大飯 3, 4号機美浜 3号機、高浜 1, 2号機

17行 17列 A型燃料集合体

同 左

15行 15列 A型燃料集合体

同 左

同 左 同 左

1同左同 左

同 左

同 左同 左

同 左同 左

同 左

高浜 3, 4号機

17行 17列 A型燃料集合体

二酸イヒウラン燃料要素

添付図面には以下を追記
丁燃料要素のプ レナム体積、ヘ

リウム漏洩量 、表 面汚染密

度、ペ レッ ト押 さえばねのば

ね定数
・ 燃料被覆材の表面粗 さ、偏肉

率
・ 燃 料材 の ウラン 235濃 縮
度、密度

ガ ドリニア混合二酸化 ウラン燃料

要素

同上に加え、ガ ドリニア粒径を追

記

燃料体

添付図面には集合体の直角度、真

直度、総質量を追記

支持格子

(差分な し)

制御棒案内シンブル

(差分な し)

炉 内 計 美 用 索 内 シ ン ブ ル

(差分な し)

各部結合部

(差分な し)

Ａ
型

・
Ｂ
型
共
通
の
図
面
対
象

Ｂ
型
の
み
の
図
面
対
象

る 3号機 と 浜 1, 2号機の設認は、個別に認可を取得しており、それぞれの申請書のに に注 l

注2 ス トッパー詳細図は、大飯 3, 4号機の B型燃料集合体のみに係る図である。
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